
地

球

肌
i
･
二
世

航
.関
城
.

二
条

四

六

長

崎

願

の

九

四

分

叫
､
概

観

大
正
十
四
年
間
数
調
査
の
聴
基
に
よ
れ
ば
本
膳
の
人

口
は
紙
数

一
､
1
六
三
.九
四
五
人
で
.
内
地
線
人
口
の

約
五
〇
分
の

一
､
行
政
匿
割
の
府
豚
別
か
ら
見
れ
ば
雛

二
〇
に
任
し
'
栗
音
府
(
四
四
九
蘭
)
の
.四
分
の

二

細

岡
掘
(
二
三
〇
常
)
の
二
分
の

一
に
皆
る
｡
又
人
口
密

度
は

一
方
盟
に
つ
き
_
'
三
六

一
人
で
あ
る
か
ら
内
地

平
均

(
二
､
四

一
七
人
)
の
二
倍
'
近
畿
地
方
ビ
同
じ
位

で
あ
っ
て
府
職
別
に
密
度
の
大
な
る
も
の
よ
り
数
ふ
れ

ば
節

1
C
夜

で
あ
る
.
東
京

(
三
二
p
二
八
九
人
)
大
阪

(
二
六
㌧
四
九
三
人
)
面
倒
(
七
､
二

一
三
人
)
等
に
比
す

れ
ば
遇
に
遜
色
は
あ
る
も
の
ゝ
我
観
開
化
地
碑
の

一
部

だ
し
て
人
口
は
割
各
に
密
な
部
瓶
に
属
す
る
｡
先
年
出

版
さ
れ
た
小
野
尊
士
編
の
大
日
本
郡
市
別
人
口
密
度
間

に
よ
っ
て
見
て
も
そ
れ
は
明
か
で
あ
る
｡

し
か
し
本
欄
は
人
口
の
多
い
割
合
に
は
活
気
にこ
乏
し

布
阿
宗

還

付
森

寄

美

衛

い
地
方
で
あ
る
｡

二

六
蘭
の
騒
人
は
他
の
文
化
地
帯

の
同
じ
数
の
人
雅
の
飛
率
は
上
げ
得
て
ゐ
L･.
い
Ĵ･J
祝
黍

さ
れ
る
｡
塘
加
の
率
も
案
外
少
い
｡
本
堀
の
位
置
が
酉

に
適
し
て
中
央
ど
の
連
絡
に
長
時
間
を
要
し
.
丘
陵
性

牛
島
島
唄
は
産
産
に
乏
し
-
且
交
通
不
櫨
等
自
然
の
恩

恵
は
気
候
の
他
に
は
少
い
の
が
教
展
を
阻
塞
す
る
原
因

で
あ
ら
-
が
､

一
枚
住
民
が
又
積
極
的
に
振
興
を
計
る

気
風
も
足
ら
な
い
か
の
蔵
が
あ
る
｡

こ
､
人
口
密
度
同

人
口
の
分
布
現
象
は
地
珊
研
究
上
ば
か
り
で
な
-
政

治
上

｡
綬
酒
上
基
地
に
も
極
め
て
笈
要
で
あ
る
こ
亡
は

今
些
吉
ふ
よ
で
も
な
い
こ
.JJ
で
あ
る
O
地
方
的
の
人
口

現

象
に
就
て
は
本
誌
に
も
す
で
に
中
村
撃
士
の
朝
鮮
の

人
口
IfJ
そ
の
分
布
(第
三
怨
)'
金
尾
氏
の
稲
岡
順
の
人

口
地
班
(第
七
懸
)
､
春
日
氏
の
,長
野
膳
に
於
け
る
人
口

現
象
の

1
鼎
に
就
い
て
(節
十
怨
)等
の
記
載
あ
-
､
其
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地

球

弟
十

7
電

解
四
離

]

六八

四
八

他
捌
鮮
紙
曹
府
の
朝
鮮
の
人
口
現
象
等
大
冊
の
畢
行
出

版
物
等
も
あ
ril
で
我
等
の
大
い
に
啓
磯
さ
れ
る
所
が
あ

っ
た
O
小
野
壁
土
編
大
日
本
郡
市
別
人
口
密
度
聞
及
同

表
の
石
橋
博
士
､
小
野
尊
士
の
解
説
は
特
に
人
口
分
布

問
に
輔
す
る
智
織
を
奥

へ
ら
れ
た
る
装
束
な
る
も
の
ど

し
て
へ
筆
者
も
之
を
讃
み
本
閥
の
人
口
密
度
閲
作
製
を

瓜
ひ
つ
き
地
理
撃
評
論
第
二
幕
石
田
嘩
士
の
統
計
地
閲

に
放
け
る
階
級
債
分
に
放
て
'
人
口
地
理
尊
に
就
て
及

人
口
分
布
間
に
就
て
等
直
接
参
考
だ
な
-
て
､
其
等
に

秦
-
模
倣
し
て
作
間
し
た
の
は

一
昨
年

の
ニ
E
で
あ
っ

た
問
版
第
五
版
は
そ
の
う
ち
の

1
つ
で
あ
る
｡
自
分

1̂J

し
て
は
何
等

研
究
を
し
た
の
で
は

な
-
て

只

未
を
作

る
の
鼻
な
ど
つ
た
ま
で
ゞ
あ
る
｡
夫
で
も
関
っ
た
こ
亡

は
各
町
村
の
面
積
の
算
出
で
あ
っ
た
.
確
な
町
村
面
積

の
統
計
が
仝
-
得
ら
れ
ず
'
間
上
測
積
に
よ
っ
た
の
で

あ
る
が
'
本
欄
は
要
塞
地
帯
及
そ
の
附
近
の
婁
地
が
大

部
で
五
常
分
之

一
地
形
閲
は
島
原
大
村
爾
牛
島
の
外
に

は
な
-
TIi]む
な
-
二
〇
寓
分
之

一
群
問
に
よ
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
不
完
全
か
も
知
れ
ぬ
｡
な
は
同
間
に
は
牛
島

離
島
等
1i
村
界
の
入
れ
て
な
い
所
-
あ
る
の
で

一
層
昔

し
か
っ
た
の
で
あ
る
が
出
来
る

だけ
正
確
を
期
し
た
の

で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
我
々
の
出

凍る
簡
単
な
法
ビ
し
て

人
口
数
だ
而
精
よ
り
し
て
軍
使
面
積
に
於
け
る
密
鹿
を

算
出
し
石
田
壌
土
の
階
維
債
分
の
法
に
よ
り
第

一
間
を

作
っ
た
｡
本
煤
は

一
〇
〇
よ
旦

二
〇
〇
の
間
の
密
度
を

有
す
る
町
村
政
も
多
-
即
ち
中
位
皮
の
密
度
値
の
多
き

地
域
で
澱
も
普
通
の
型
で
あ
る
か
ら
階
級
の
幅
も
低
位

階
級
を
鹿
-
中
位
階
級
を
狭
-
高
位
階
級
を
麿
-
ご
っ

た
の
で
あ
る
〇三

､
人

口

の

分

布

本
豚
は
長
崎

｡
佐
世
保
二
市
を
中
心
だ
す
る
か
ら
人

口
も
こ
～
に
集
中
し
二
頂
合
せ
て
願
下
線
人
口
の
四
分

の

言

占
め
て
ゐ
る
O
其
他
牛
島
か

島
喚
多
-
地
形
上

数
多
の
慣
劃
に
分
れ
て
ゐ
る
の
で
自

ら
島
原
･諌
早
｡大

村
･平
月
･厳
原
等
地
方
的
小
中
心
が
発
達
し
て
ゐ
る
｡

二

本
煤
は
地
形
地
質
･住
民
･綬
溶
鋼
係
等
の
上
か
ら

二

の
地
域
に
分
け
て
考

へ
た
ら
好
都
合
か
ビ
恩
ふ
｡

(第
二
閲
)
各
地
域
の
人
口
及
密
皮
は
第

一
の
表
に
示

し
､
以
下
各
に
つ
き
で
略
説
す
る
こ
bJ
に
す
る
.

(
-
)長
崎
半
島

長
胎
の
附
妃
を
暇
に
長
崎
牛
島
ビ
富



置 理 地 の 旅 情 長

村
数
授
の
日
本
群
島
の
地
形
筒

概
報
等
に
は
野
付
牛
島
の
名
あ

ゎ
､
こ
の
附
近

一
般
に
も
か
-

言
っ
て
ゐ
る
｡
叉
西
彼
杵
牛
島

は
旗
義
に
は
諌
早
地
峡
以
酉
で

あ
ら
-
が
野
付
牛
島
ビ
分
け
る

時
は
普
通
長
崎
時
津
閏
の
低
地

を
境
だ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
し
か

し
地
形
'
地
境
叉
交
通
商
業
等

住
民

の
生
活
決
態
か
ら

寮
す
る

に
村
松
'
三
重
間
の
地
峡
部

は

山
境
界
ど
な

っ
て
ゐ
る
蔵

に
息

ふ
の
で
今
は
そ
れ
以
北
を
酉
彼

杵
牛
島
だ
し
て
置
-
0

長
橋
附
妃
は
梅
内
の
人
口
最

っ
て
置
-
が
他
に
通
常
の
栴
呼
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
従
ふ

山
崎
博
士
の
大
日
本
地
誌
､
小
林
氏
の
大
日
本
地
理
精

義
等
に
は
野
付
牛
島
を
養
帖
牛
島
ビ
呼
ば
れ
て
ゐ
る
が

地
理
撃
評
論
第
三
懇
田
中
教
授
の
日
本
の
地
理
置
'
下

位
仰
牌
の
人
目
分
布

も
嗣
密
な
る
地
方
で

一
方
粁

二

一
〇
〇
人
堀
中
均
の
四

倍
で
あ
る
が
､
大
部

は
長
崎
苗
の
中
央
に
密
集
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
｡

輝
石
安
山
岩
の
丘
陵
起
伏
し
殆
ど
平
地

を
存
し
な

い
こ
の
慣
域
で
は
長
崎
市
以
外
に
は
酉
に
小

麦
れ

凹
九
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榊
｡式
見
｡北
に
時
津
｡束
に
矢
上
｡網
場
等
の
小
舟
泊
地

に
や
～
密
Ll
る
祭
群
が
あ
る
の
み
で
山
地
は
甚
だ
人
口

稀
薄
で
産
業
も
振
は
ね
｡

ハ
2
J
野
付
半
島

密
庇
は
長
崎
牛
島
の
牢

に
-
放
ば
ね

坑
円
状

克

〕

五
〇

が
次
で
別
密
な
る
地
域
で
あ
る
｡
牛
島
は
基
部
よ
り
も

先
鼎
に
南
岸
よ
-
も
北
岸
に
濃
密
で
あ
る
｡
古
い
片
状

の
岩
石
か
ら
成
る
峻
し
い
山
地
で
平
地
は
亦
少
い
｡
長

崎
港
外
の
姉
三
配
圏
の
諸
島
鼎
島

二

一手
島
の
炭
坑
に

は
多
-
の
人
が
密
集
し
て
ゐ
る
.

野
母
･蛸
島
･脇
岬
･

探
堀

｡
蔑
石
に
は
漁
者
が
多
-
粛
清
は
農
業
も
行
ほ
れ

て
そ
れ
等
が
牛
島
の
濃
密
部
に
属
す
る
｡

(
3
)酉
彼
杵
牛
島

準
平
原
化
し
た
こ
の
牛
島
は
耕
地

に
適
せ
ず
交
通
不
便
で
人
口
稀
薄
で
あ
る
｡
た
ゞ
絵
島

臓
月
の
炭
坑
あ
る
島
で
は
極
度
に
多
-
の
人
が
働

い
て

ゐ
る
○

(
4
)諌
早
地
諌

大
赦
牛
島
よ
り
斑
に
長
橋

･
島
原
譜

牛
島
の
分
岐
す
る
地
鮎
附
妃
で
海
水
は
大
村
蘭

｡
有
明

海

｡
千
々
石
轡
の
三
万
両
よ
り
暫
入
L
鎖
路
も
四
通
し

交
通
上
の
要
地
で
あ
る
｡
諌

早
野
は
そ
の
中
心
地
で
や

ゝ
活
束
が
あ
る
｡
こ
の
地
域
に
は
第
三
紀
の
ゆ
る
や
か

に
起
伏
す
る
若
い
地
の
上
に
角
閃
安
山
岩
が
貫
き
臥
て

所
々
に
ド
ー
ム
や
毒
地
を
つ
-
ち
.
第
三
紀
の
丘
陵
bJ

そ
の
間
の
低
い
沖
積
地
が
桐
畑
に
耕
作
せ
ら
れ
栄
藤
も

聴
逢
し
て
ゐ
る
｡
中
農
中
晩
の
橘
潤
沿
岸
渚
村
は

一
般



に
住
民
が
多
い
｡

(
5
)
島
脱
牛
島

密
庇
は
第
凶
位
に
な
っ
て
ゐ
る
が
諸

相

通
じ
て
人
口
の
多
い
牛
島
で
あ
る
｡
況
泉
火
山
の
裾

野
は
梅
岸
に
沿
ひ
て
よ
-
開
け
､
甫
島
原
の
玄
武
岩
丘

陵
を
交
ゆ
る
第
三
紀
層
地
方
も
よ
-
耕
作
さ
れ
て
捷
業

の
最
も
擢
な
る
地
方
で
あ
る
｡
且
近
年
各
地
に
荒
業
も

敬
達
し
商
･工
･漁
者
も
相
皆
に
分
布
し
気
快
は
よ
-
坐

産
は
他
励
で
あ
る
｡
東
岸
南
岸
は
特
に
人
口
密
で
島
原

｡

加
津
佐
は
夫
々
そ
の
中
心
で
あ
る
｡
閉
経
口
之
津
は
三

池
港
完
成
以
後
忠
に
さ
び
れ
て
今
は
人
口
激
減
し
貿
易

も
殆
..U
行
は
れ
や
菅
の
面
影
を
失
ひ
繁
発
も
北
隣
の
加

津
佐
に
奪
ほ
れ
た
｡

(
6
)大
村
平
島

多
良
火
山
地
域
で
地
勢
政
も
峻
し

い

か
ら
人
口
密
庇
も
草
島
部
敢
小
ど
な
っ
て
ゐ
る
｡
た

ヾ

し
大
村
扇
状
地
の
み
は
濃
密
で
あ
る
｡
雑
四
粁
の
小
さ

い
眉
は
磯
が
多

い
か
ら
沃
地
で
は
な
い
が
p
平
地
の
少

い
地
方
の
こ
A,JJ
J,
て
他
所
よ
り
の
移
住
者
も
入
り
凍
り

茄
地
を
拓
い
て
畑

ĴJ
L
P
甘
藷
や
桑
が
栽
培
せ
ら
れ
人

口
が
急
に
相
加
し
た
｡
そ
の
間
に
歩
兵
聯
捉
あ
-
近
年

又
大
村
海
軍
航
基
陳
も
脱
か
れ
て
練
武
の
地
だ
し
て
の

長
略
鯨
の
〆人
目
分
布

特
色
を
有
し
師
範
撃
枚
も
崩
の
商
端
近
-
に
移
晒
さ
れ

て
や
や
状
況
を
量
し
て
ゐ
る
｡

(
7
)
北
松
浦
牛
島

軍
港
佐
世
保
市
は
近
-
日
宇

･
佐

世
二
村
を
編
入
し
人
口
の
過
牛
を
占
め
る
｡
早
岐
は
牛

島
の
基
部
に
任
し
交
通
上
の
妥
地
で
あ
る
し
､
漁
業
根

糠
地
裁
脱
等
ビ
共
に
翻
密
で
あ
る
｡
所
々
玄
武
岩
の
基

地
に
お
は
は
れ
る
第
三
紀
層
中
に
は
薄

い
炭
層
が
あ
る

の
で
佐
世
保
市
以
北
の
各
町
利
に
は
皆
幾
ば
-
か
の
汲

業
者
あ
-
､
沿
岸
に
は
小
規
模
の
石
炭
積
出
港
が
相
並

ん
で
ゐ
て
夫
々
活
気
を
浴

へ
る
｡
志
佐
｡佐
々
｡相
浦

･

早
岐
等
綱
川
の
流
域
の
狭
少
な
る
沖
積
地
に
は
水
田
よ

-
敏
速
L
p
米
産
も
髄
下
で
は
多

い
地
方
で
あ
る
か
ら

変
通
不
便
の
地
だ
し
て
は
比
較
的
人
口
が
多

い
や
う
で

あ
る
0

(
8
)島
峡
部

卒
損
な
安
岐
が
政
も
狼
密
で
平
戸

｡
五

島
之
に
次
k
TJ封
将
は
敢
低
で
木
煤
の
澱
も
稀
薄
な
る
地

方
で
あ
る
｡

tl
方
粁
七
八
人
だ
い
へ
ば
青
森
順
だ
ほ
ゞ

同
密
で
あ
る
｡
こ
れ
は
遠
-
海
中
に
隔
絶
し
て
交
通
も

不
便
鹿
新
地
も
少
-
天
恵
の
少
い
た
め
で
あ
ら
-
0

卒
1月
･武
生
永
･厳
原
上
欄
江
･富
江
は
各
諸
島
の
中
心

71Eと

五

1



地

球

第
十

7
番

地
p
生
月

｡
小
倍
蟹
等
は
前
者
,,J
共
に
漁
獲
の
根
櫨
地

ビ
し
て
何
れ
も
人
口
が
多

い
｡

〓
p
各
海
岸
別
に
人
口
の
分
布
を
見
れ
ば
第
二
の
表
の

加
-
p
長
崎
附
近
沿
岸
ビ
佐
世
保
関
芹
に
政
も
密
集
し

第
〓
蓑

海
岸
別
人
口
密
度
表
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騒
総
人
口
の
三
分
の
.

L
は
こ
の
雨
沿
岸
の
諮
市
町
村
に

任
し
て
お
る
｡
両
者
だ
-
面
積
は
ほ
ゞ
等
し
い
が
前
は

節

凹
髄

売
二

五
二

後
の
二
倍
牢
の
人
目
を
旅
し
て
ゐ
る
｡
こ
れ
佐
世
保
は

革
に
軍
港
の
た
め
の
新
興
地
た
る
に
反
し
､
長
崎
は
商

港
･,JJ
し
て
の
歴
史
を
有
し
.
工
業
地
だ
し
て
又
水
産
根

接
地
だ
し
て
の
そ
の
発
達
の
原
因
が
革

一
で
な
い
か
ら

で
あ
ら
う
0

島
原
海
轡

｡
千
々
石
幣
沿
岸
等
南
東
部
海
岸
に
は
比

鹿
的
人
口
が
多
い
の
は
位
置
･地
形
勝
れ
封
岸
に
熊
本
｡

天
草
万
両
を
有
し
各
種
産
業
も
凝
連
し
て
ゐ
る
か
ら
で

あ
ら
-
0
牛
島
部
で
も
島
峡
部
で
も
人
口
那
覇
地
と
漁

業
者
の
分
布
ビ
が

一
致
し
て
ゐ
る
｡
や
は

･C,本
膳
は
水

産
糠
で
あ
る
｡

三
'
政
道
の
敷
設
は
人
口
集
中
の
或
は
原
因
だ
な

-
求

は
結
果
で
あ
る
｡
何
れ
に
し
て
も
勧
進
沿
線
は
其
他
に

此
し
て
多
-
の
場
倉
人
口
密
で
あ
る
｡
本
堀
内
に
於
て

も
次
の
如
-
両
者
に
は
数
倍
の
差
が
あ
る
｡

人

口

印

税

人
口
碑
皮

人

ガ
析

鎖
道
沿
線
渚
市
町
村

望

ハ･党
0

〓
孟
･
重

宝
七
･七

共

.
他

望
ヤ
望
五
元
老
･0
0

茜
誉
九

而
し
て
地
道
滑
脱
地
方
は
人
口
増
加
し
'
然

ら
ざ
る

地
方
は
減
少
し
っ
～
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
は

別
間



の
如
-
で
あ
る
○

第
三
衷

蝕
鑑
別
沿
録
人
口
密
鹿
敦
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第
三
の
衷
に
よ
り
各
蛾
遭
別
沿
線
の
密
度
を
見
る
に

佐
世
保
地
道
が
第

一
で
あ
る
が
､
短
距
離
的
組
数
ケ
村

に
佐
世
保
市
を
入
れ
て
あ
る
か
ら
で
主
た
る
目
的
は
奥

地
の
石
炭
積
出
に
あ
る
｡
聴
じ
て
新
線
沿
線
は
私
餓
沿

線
よ
り
も
割
合
にこ
人
口
が
多

い
｡
温
泉
政
道
､
小
潰
政

道
は
幹
線
}J
脱
鬼
籍
を
連
結
す
る
特
別
の
目
的
が
あ
る

の
で
人
口
の
少
い
地
方
を
通
じ
て
ゐ
る
｡

四
'
男

女

の

割

合

本
膳
は
通
じ
て
女

一
〇
〇
人
に
封
し
て
男

一
〇
四
人

亡
だ･{
る
か
ら
我
間
の
平
均
女
一
〇
C
人
に
つ
き
男

一
〇

長
畔
隈
の
人
口
分
祁

l
人
よ
･D
も
男
が
多
い
の
で
あ
る
が
､

11
九
二
個
の
市

町
村
中
男
よ
-
も
女
の
多
き
も
の
が

二

一〇
も
あ
る
｡

即
ち
町
村
数

の
三
分
の
二
は
女
が
多
-
､
又
そ
の
単
数

五
五
個
町
村
は
女

一
〇
〇
人
に
つ
き

男
九
五
人
以
下

で
あ
る
｡
男
が

1
〇
五
人
以
上
の
割
合
の
町
村
は
三
七

佃
あ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
男
よ
り
も
女
が
多
い
地
方
が

迄
に
多
い
の
で
あ
る
｡

節
三
間
は
男
女
の
割
合
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
｡
女
多
き
地
方
は
長
橋
牛
島
｡酉
彼
杵
牛
島
･大
村
野

口
附
近
･烹
岐
島
工
澗
江
島
の
大
部
等
で
諌
早
地
峡

･
島

原
牛
島
も
そ
の
部
に
入
る
｡
男
の
多
い
の
は
野
母
牛
島

光
珊
部
｡大
村
附
近
孟

島
の
大
部
｡封
馬
全
部
で
あ
る
｡

特
に
封
馬
は
上
下
二
島
ど
も
に
撃
っ
て
男
の
割
合
が
非

常
に
多
い
｡
炭
業
地

(
高
島
･絵
島
･橋
戸
)
軍
事
的
施

設
地
(
佐
世
保
･大
村
附
近
)
及
漁
村

(
野
母
附
近
｡北
総

浦
牛
島
北
岸
･五
島
列
島
･蛮
岐
･封
馬
)
は
大
鰻
に
男
多

-
､
長
崎

｡
西
彼
杵
両
牛
島
で
は
人
口
稀
少
な
る
村
に

女
が
多
い
｡

五
､
人

口

の

聴

滅

克

三

五
三



第

f
)

甚
だ
し
-
女
多
き
町
村

(
女

T
O
O
に
?
き
男
九
五
以
下
)

二
)

女
多
き
町
村

≡
)

男
多
き
町
村

四
)

甚
だ
し
-
男
多
き
町
村

(
女

7
0
0
に
つ
き
朝

1
C
五
以
上
)

(大
正
十
四
年
十
月
詞
)



(

1

)

第

1
蜘
堅

TE
国
勢
調
査
の
飴
巣
を
比
絞
し
て
県
平
均

噂
加
以
上
Li
智
加
せ
る
町
村

八
二
)

岡
野
加
せ
る
町
村

(
≡
)

同
減
少
せ
る
町
村

(
四
)

同
著
L
-
減
少
せ
る
町
村

人
以
上
減
少
)

(
7
0
0
0
人
に
つ
イゝ主

○
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地

域

第
十

1
番

第
四
舵

真

空

ハ

大
正
九
年
第

1
回
の
間
数
調
査
E
t
大
正
十
四
年
第

二
回
の
ど
の
人
日
を
比
瞭
す
れ
ば
我
内

地

で

は

三
七

七
常
人
静
加
し
.
そ
の
割
合
は

一
〇
〇
〇
人
に
つ
き
六

七
人
で
あ
る
が
p
本
膳
は
倭
に
三
商
足
ら
ず
の
樹
加
そ

の
割
合
二
四
人
で
あ
る
｡
そ
れ
故
本
棟
は
文
化
地
域
の

刑
務
部
で
あ
る
と
い
っ
て
も
瀬
音

｡
大
阪
叉
は
葡
岡
の

如
-
著
し
･～
聴
屈
せ
る
地
方
で
は
な
い
｡
九
州
に
於
て

も
佐
賀
だ
共
に
櫓
加
率
の
最
低
地
方
で
あ
る
｡
生
気
の

乏
し
い
こ
ど
は
こ
の

一
現
象
だ
け
で
も
察
せ
ら
れ
る
｡

特
に
長
崎
市
に
で
は
大
正
十
凶
年
に
は
市
役
所
調
査
の

現
任
人
口
よ
-
は
薯
際
の
在
任
人
口
が
八
笛
以
上
も
少

か
っ
た
ど
い
ふ
こ
亡
は
近
年
の
裏
運
の
如
何
に
甚

だし

き
か
空

ポ
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
ビ
瓜
ふ
O

各
地
方
の
噂
減
状
況
は
第
四
回
の
如
-
糠
平
均
以
上

に
槍
し
た
地
方
は
長
崎
｡大
村
･島
原
三
牛
島
ビ
佐
世
保

平
月
附
近
で
あ
る
.
線
じ
て
人
口
密
度
苗
き
地
域
は
増

加
率
も
大
で
あ
る
が
p
西
彼
杵
牛
島
及
多
-
の
靴
島
の

.

..

.
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.
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し
-
減
少
し
た
｡
叉
女
多
き
相
は
た
い
て
い
減
少
し
て

ゐ
る
の
も
お
も
し
ろ
い
現
象
で
あ
る
｡

人
口
増
加
は
は
か
ぐ

し
-
な
い
が
そ
れ
で
も
増
加

し
た
町
村
は

二

二

減
少
し
た
町
村
の
八

一
よ
-
ち

三
〇
多
-
'
願
平
均
増
加
以
上
の
p糖
加
率
を
有
す
る
も

の

が
七
四
｡

一
〇
〇
〇
人
に
つ
き
五
C
人
以
上
減
少
七

た
町
村
は
そ
の
半
数
足
ら
ず
の
三
三
に
だ
./
ま
っ
て
ゐ

る
○以

上
は
ほ
ん
の
概
略
で
あ
る
が
人
口
に
踊
す
る
分
布

間
の
簡
単
な
邪
説
ビ
し
て
を
-
0


